
～女性教育指導者研修～ ８日目 実施報告 

実施日：令和２年１月 15 日（水） 

女性の地域活動推進セミナー８日目が、1 月 15 日（水）に開催されました。

 今回の研修内容は、受講者によるグループ研究成果発表会と、東洋大学国際学部国際地域学科

の沼尾波子教授の講話でした。発表会は、各自で進めたフィールドワークを基にしながら、アン

ケート調査の結果をまとめ、熱心に研究を積み重ねてきた成果を十分に披露する場となりました。

講話は、前半がワークショップを中心に、後半は現代の地域で必要な緩やかにつながっていくリ

ーダーの在り方についての内容でした。沼尾教授のお話は、今後受講者が地域で活動する意欲を

より一層引き出してくださる、研修の最終回を飾るものでした。

【午前の研修】 ○グループ研究発表会 

どちらの班も、研修を通して培ったチームワークを生かしたすばらしい発表でした。 

１班 おとめちゃん  児童虐待を防止するために地域社会ができること 

２班 にこっと姫   楽しくボランティア活動を続けていくために 

 ～ボランティア活動における問題点と改善点～ 



       ○講評 栃木県教育委員会事務局生涯学習課 主幹 平野 紀子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【午後の研修】○講話「地域で活躍するリーダーに求められるもの」 
             東洋大学国際学部国際地域学科 教授 沼尾 波子 氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊受講者の声（アンケート結果から） 

・本年度の研修は２つのグループということで、和気あいあいと和やかな雰囲気で進んでいく

ことができました。どちらのグループも充実した内容の研究ができました。とても楽しくセ

ミナーを受講することができました。 

・２班の発表でボランティアコーディネーターという資格があることが分かりました。地域の

人と人とのつながりが大事だと気付くこともできました。 

・無事に発表でき安心しました。メンバー一人一人で知恵を出し合って、満足のいく発表がで

きました。一人の力は微力でも、力を合わせればすばらしいものを作り上げられると知りま

した。今後の活動に生かしたいと思います。 

・アンケートに協力していただいたサークルの方々に研究資料等を見てもらい、活用してもら

いたいと思います。 

・地域のボランティア団体や知り合いに、研修で得た知識を持ち帰り共有したいと思います。

様々な団体へ顔を出し、困っていることや求めていることをヒアリングし、解決のお手伝い

をしたいです。 

・地域の皆さん（自治会等）にお伝えする機会が何度かあるので、会議や集会等で生かせれば

と思います。 

・ボランティア活動を行っているので、その会の取組がバージョンアップできるように協力し

ていきたいです。 

・地域に戻ったときに今回学んだことを生かしたいです。 




